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はじめに 

 
公共図書館は，地域の人々が学び，暮らし，社会と関わって

いくために必要な知識・情報を収集・整理し提供してきた。学
校の授業を理解・習得するため，社会や人間を知り考えるため，
地域や世界の現状・歴史・文化を学ぶため，その他，より充実
した豊かな人生を送るために必要な多種多様な知識や情報で
ある。これらは，地域の人々が必要なときにいつでも容易に利
用できるように用意されていなければならない。 

2022 年に改訂された「IFLA-UNESCO 公共図書館宣言」（以
下「宣言」という。）は次のように述べている。 
「それ（公共図書館）は知識社会の不可欠な構成要素であって，
ユニバーサル・アクセスを実現し，すべての人に情報の意味の
ある利用を可能にするという責任を果たすため，情報伝達の新
しい手法を継続的に取り入れる。」 

ユニバーサル・アクセスとは，だれでも自由に情報を利用で
きるということだ。図書館はそのために「情報伝達の新しい手
法」を絶えず追求する。今日の状況で人々に最も親しまれ利用
されている情報伝達の手段は，言うまでもなくインターネット
とその上で動作する Web 技術だろう。図書館は，この情報伝
達手段を積極的に取り入れ，人々が容易に図書館の知識・情報
を入手しそれを最大限に活用できるようにしなければならな
い。せっかく図書館に大量の有益な知識情報が集積されていて
もそれを人々が自由に利用できなければ，使う人にとっては無



 

 
 

 

いも同然なのだから。 
 

本書は，上記のような問題意識をベースに昨年（2025 年）
11 月に開催されたシンポジウム「図書館と Web サイト」の記
録を中心に編集されたものである。このシンポジウムでは，図
書館の Web サイトが満足できる利用体験（ユーザーエクスペ
リエンス）を提供する情報センターとなるためには何が必要な
のかが議論された。 

まず，筑波大学図書館情報メディア系の池内淳氏からオンラ
イン環境における情報利用行動についてお話を伺った。利用時
間帯の違いや関心が集まる情報の違いなど，近年の人々の情報
利用行動の変化，ネット上の情報利用行動の特徴，図書館の利
用との違いなどである。年齢，性別など属性による利用する
SNS の違いなどの話も印象深い。 

次いで図書館の Web サイトを独自に開発・運用されている
野⽥市⽴興風図書館の川嶋⻫氏に野⽥市⽴図書館の事例を紹
介していただいた。野⽥市⽴図書館では「発見がある」Web サ
イトをテーマに，県⽴図書館の蔵書を検索し予約をかけること
ができる仕組みや，資料を検索した結果の画面からカーリル等
他の関連サイトへ飛ぶことのできるリンクなどを提供してい
る。講演では，システムの仕組みやどのように構築・運用して
いるかも語られた。 

本書では，これらの発表の記録及びその後に行われたディス
カッションの記録を掲載している。 



 
 

併せて，亜細亜大学経営学部データサイエンス学科の安形輝
氏の論考「図書館ウェブサイトのユーザーエクスペリエンスの
再定義」を掲載した。見やすさやレスポンス速度などの「狭義
のユーザーエクスペリエンス」から区別された，時間的持続性，
空間的・組織的な広がり，そして，それらを支える安全性と信
頼性などを含む「広義のユーザーエクスペリエンス」に関する
考察である。広義のユーザーエクスペリエンスは「サービス全
体の品質」を指すものであり，それを向上させるための課題を
論じている。 

これらの発表及び論考は，これからの図書館の Web サイト
をどう位置づけどう発展させるかを考えるうえで貴重な材料
となるものである。 

さらに本書には，社会福祉法人芳雄会図書顧問である伊藤明
美氏による子どもの読書政策に関する論考「子育てを支える社
会資源としての図書館の役割」を収めている。現在多くの自治
体で「子どもの読書活動推進計画」の策定，更新が行われてい
るが，その検討の基礎となる考え方を指し示すものである。子
どもの読書環境に関わる多くの方々にぜひお目通しいただき
たい一篇となっている。 
 

2026 年 5 月 
未来の図書館 研究所 
所⻑ ⼾⽥ あきら 
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ユーザーエクスペリエンスを高める 

 
 

 
 

開催日  2025 年 11 月 21 日（金） 

会 場  出版クラブホール 

会場および Zoom によるオンライン開催 

 
講演者・パネリスト 池内 淳 

川嶋 ⻫ 

コーディネーター ⼾⽥ あきら 

 

主 催 株式会社 未来の図書館 研究所 



 

 

 

 

12 
 

 

  



 

図書館と Web サイト 

 

 

 
13 

 

シンポジウムテーマの趣旨 

⼾田 あきら 

 
本日はお忙しいなか，私どものシンポジウムにご参加いただ

きましてありがとうございました。未来の図書館研究所のシン
ポジウムは，私どもが未来の図書館研究所を開設して以来，毎
年開催しているものです。おかげさまで，今回 10 回目を迎え
ることができました。毎回多くの皆様にご参加いただき，特に，
コロナ禍の後はオンライン開催も併用するようになりました
ので，全国各地から参加いただいております。心から御礼を申
し上げます。ありがとうございました。 

シンポジウムでは，これからの図書館を考えていくうえで鍵
となるような課題や考え方をテーマにし，図書館の今後を皆さ
んとともに考えていきたいという趣旨で内容を作ってまいり
ました。今回もその流れのなかで，「図書館と Web サイト」と
いうテーマを設定しております。ぜひ皆さんと一緒に議論し，
これからの図書館について考えていきたいと思っております。 

 

1．情報行動の変化 

 
公共図書館 Web サイトの黎明期 

われわれが業務のなかで「Web サイト」を議論の対象とする
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場合，図書館の Web サイト，いわゆる図書館のホームページ
のことを指す場合と，サービスのためのネットワーク情報源と
しての Web サイトを指す場合と，二通りあるわけですけれど
も，今回のテーマは図書館のホームページ，図書館の Web サ
イトです。図書館の Web サイトを私たちがどのようなものと
して捉え，位置づけ，そして作り，活用していくのか，それに
ついて考えようというのが，今回のテーマの趣旨です。今日で
はほぼすべての図書館が自分の館の Web サイトをお持ちでい
らっしゃるわけですけれども，ご承知のとおり，この図書館の
Web サイトというのはそう⻑い歴史があるわけではありませ
ん。 
 

 
図 1 

 
日本の公共図書館で最初に Web サイトを構築したのは，神

⼾市⽴図書館といわれております。神⼾市⽴図書館の年表を⾒
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ますと，1995 年 9 月 27 日のところに，「図書館情報ネットワ
ークシステム稼動，図書館ホームページ開設」（https://www. 
city.kobe.lg.jp/documents/571/jigyougaiyou.pdf）とあります。
これが 1 番最初だといわれておりますが，その後，徐々に公共
図書館で Web サイトが作られるようになってきました。どの
くらいのスピードで広がっていったのか，については，定かな
数字があるわけではありません。1997 年からしばらくの間，
日本図書館協会（JLA）が『日本の図書館』の中の「コンピュ
ーター利用状況（公共）」調査で「館外から所蔵資料が検索でき
るか」という質問をしております。そして，その設問の最初の
年である 1997 年に 149 館が「できる」と回答しています。ど
ういう方法で提供したかは聞いていないのですが，おそらく
Web サイトを通じてだろうと思われることから，この時点で
少なくとも 150 館程度，あるいはそれ以上の図書館が，Web サ
イトを開設していたのだろうと推測できます。その後 1990 年
代の終わりから 2000 年代に入って以降，続々と図書館の Web
サイトが開設されます。 
 
2000 年代の Web サイトの開設状況及び内容 

JLA は 2003 年から 2009 年までの間，隔年で公共図書館の
Web サイトの開設状況とその内容の調査をしております。こ
れによりますと，Web サイトの開設率は 1 番左側の集合棒グ
ラフになりますが，Web サイトの開設率が，2003 年の時点で
60.7％，それが 2009 年には 80.9％となっております。ですか
ら，この 2000 年代の最初の 10 年間ぐらいの間で大部分の公
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共図書館はWebサイトを持ったということがわかります。Web
サイトの内容は，2 番目の集合棒グラフ以降ですが，まず図書
館の紹介や利用案内ですね。これが開設されている Web サイ
トにはほぼ 100％掲載されている。続いて図書館だよりとか新
着案内のような新しい情報を提供するというもの，これは
85％から 90％強掲載されています。それから目録が検索でき
るというもの。これが，2009 年のあたりでは 90％以上になっ
ております。それから図書館資料の予約の受付ですね。これは
2003 年の時点では 3 割ぐらいですが，その後急増し 2009 年
には 73.8％と 7 割以上の館で可能となっております。 
 

 
図 2 

 
一方，自館電子化資料の公開ですね。これは右から 2 番目の

集合棒グラフですが，6%から 7%ぐらいと非常に少ない。「自
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館で電子化した資料」を Web 上で公開しているかという質問
なので，それ以外のデジタル情報については聞いておりません
が，実際のところ，デジタル情報の提供は，当時は館内での CD
等による提供を除いてはほとんど行われておらず，電子書籍や
アーカイブなどはまだ始まっていませんでしたので，電子情報，
デジタル情報を Web 上で公開する，提供するということは，
この時代はほとんどやられていなかったということになりま
す。 

つまり，1990 年代の終わりから Web サイトは急速に図書館
に広まってきましたが，2010 年ごろまでは，基本的にリアル
の図書館，物理的な図書館を前提として，その図書館の利用促
進であるとか，あるいはそこに所蔵されている紙の資料の利用，
便利な利用のためのツールを提供するという範囲のものであ
ったということです。 
 
2010 年代〜デジタル情報提供の増加 

それがその後どうなったかと言いますと，2010 年以降です
が，JLA の調査は 2009 年までですので，それ以降の JLA の
データはありません。2010 年代になって電子出版制作・流通
協議会（電流協）が類似の調査を行っています。JLA の調査は
図書館単位だけど電流協の調査は自治体単位であるとか，ある
いは図書館の Web ページでどういうサービスをしているかで
はなく図書館としてどういう電子図書館サービスをしている
かという設問になっているなどの違いがあり，必ずしも連続さ
せて⾒ることはできないのですが，ただこれらの電子図書館サ
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ービスは多くは Web 上で提供されていることから，全体的な
傾向はこの調査結果から⾒ることができると思います。 
 

 
図 3 

 
電流協調査によりますと，まず，1 番左側の集合棒グラフで

すが，これは電子書籍サービスです。これは，コロナ禍を契機
に非常に急激に上昇しています。この左側の縦軸の数値は自治
体数で図書館の数でありませんが，電流協の分析によると，
2024 年の電子書籍サービスについては，図書館ベースだと
1682 館，50.9％の図書館が，今電子書籍サービスを提供して
いるとなっています。 

次にデータベースの提供ですが，これも急激に伸びています。
ただ，有料のデータベースについては，契約の関係で，Web で
提供しているといっても基本的には図書館に来て図書館内の
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パソコンで利用するという形になっていますので，Web で館
外から利用できるわけではない。しかし，無料のデータベース
もありますので増加していることは間違いないと思います。 

それからデジタルアーカイブですね。これも着実に増加して
います。それから音楽・音声情報配信，これについても確実に
上昇しています。音楽・音声情報配信については，データベー
スと同じような契約上の問題があって，必ずしも図書館外から
は利用できない，図書館に来ないと利用できないということは
ありますが，増加してきているということは間違いないでしょ
う。 
 
図書館 Web サイトの役割の変化 

つまりこのように整理することができます。図書館の Web
サイトは，開設している図書館数が 1990 年代終わりから 2000
年代初め頃に急激に増えました。2010 年ごろまではリアルの
図書館の利用が前提で，リアルな図書館の利用をしてもらう，
そこにある資料を利用してもらう，そのための補助的なツール
というのがその役割だったわけですが，しかし，2010 年代以
降は，もちろんその役割は引き続きあるのですが，それに加え
て，デジタル情報を提供するプラットホームとしての役割が強
くなっていきました。内容的には電子書籍，デジタルアーカイ
ブ，データベース，音楽配信など，それ以外にも，図書館の事
業報告だとか経営計画など，統計データ等を含めて Web 上で
提供する。いわば，情報サービスを提供するデジタル図書館と
なってきたと思います。 
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図 4 

 

2．図書館 Web サイトの今後 

 
提供内容の今後の方向性・可能性 

この方向性というのはおそらく，今後ますます強まっていく
だろう。その中身としては，まず，デジタルの情報コンテンツ
の一層の充実があるだろう。世の中の情報自身がどんどんデジ
タル化されていますので，世の中のデジタル情報というのはま
すます多様に，大量になっていくだろうし，当然図書館から提
供するデジタルな情報も，さまざまな種類のものが大量に提供
されるようになるだろうと思います。 

さらに，今はまだそう多くはないのですが，デジタルサービ
スです。デジタルによるサービスが，もっと Web 上で提供さ
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れるようになるだろう。例えば，図書館の利用手続きがデジタ
ル化される，あるいは利用に関する Q&A サービス，ヘルプサ
ービスなどがデジタル化され Web 上で提供されるようになる
だろう。それから，利用した結果に関連するネットワーク情報
源や関連機関へのリンクの提供です。利用傾向，選好に応じた
広告（関連情報）の提示はビジネスの世界では当たり前のこと
になっています。図書館も利用者が利用した資料や検索結果に
関連する情報源であるとか，関連機関へのリンクが提供される
などは当然考えられます。それから AI です。AI を活用して資
料や情報の案内や相談をするというサービスはすでに始まっ
ています。 

さらに，リアルの図書館でも人と人をつなぐような，あるい
は地域のつながりをつくるようなことが，今，意識して取り組
まれているわけですが，これもネットワーク上で提供されるよ
うになるだろう。例えば，みんなで本の感想を共有するような
システムとか，そういうことですね。そういうさまざまなサー
ビス，デジタルによって Web 上で提供されるサービスが増え
ていくだろう。 

つまり図書館の Web サイトは，さまざまな情報がデジタル
の形で提供され，また読書，知識，情報，地域に関連するいろ
いろなサービスが提供される非常に大規模で多機能なものに
なっていくだろう。リアルの図書館の広報媒体や補完的ツール
というだけではなく，それ自体が一つのネット上に構築された
情報サービス機関，デジタル図書館になるだろうし，すでにそ
うなりつつある。 
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ということは，われわれは片手間ではなくこの仕事にしっか
りと⽴ち向かわなければならないということでしょう。今まで
以上にこの図書館の Web サイトが使いやすい，わかりやすい，
快適で有意義なものにしなければならない。そういうものでな
いと，利用者の期待に答えられないと思います。 
 

 
図 5 

 
目指す図書館利用体験（ユーザーエクスペリエンス） 

では，利用者にどのようにして期待に応えるのか。コンテン
ツやサービスの充実，豊かさは前提ですが，それだけではなく
Web 上のサービスとして利用体験，ユーザーエクスペリエン
スを高めていく必要がある。私たちはどういう Web 図書館の
利用体験を目指すのか。 

まずは，求めているコンテンツやサービスに容易に到達でき
るということです。これは当たり前といえば当たり前ですが，
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非常に難しいことです。いくらすばらしい機能が提供されてい
ても，そこに到達し利用するには時間がかかったり手間がかか
ったり，いろいろ考えたりしなければならないようであれば利
用されない，またそのサイトは評価されないでしょう。求める
コンテンツ，サービスに直感的な操作で何の苦労もなく到達で
きるようにするためには，さまざまなアイデアや技術が必要に
なると思います。しかし，まず，その点が重要です。 

容易に到達できるということは第一に必要ですが，それは第
一歩にすぎません。利用することによって期待以上の結果が得
られるというような利用体験を追求したい。例えば問題解決の
ヒントになる情報を探していたら解決のための相談機関に連
絡できたなどです。さらに，利用するなかで図書館に関する知
識や利用スキルが向上するということも目指していかなけれ
ばならないと思います。 

要するに，これはデジタル図書館であろうがリアルな図書館
であろうが同じです。リアルの図書館において，われわれはこ
のようなことを目指してきました。利用者ができるだけ簡単に，
容易にその求める資料や情報に到達できるようにする。それか
らその結果，思っていた以上の結果を得られるように努力する。
それから，そのなかで図書館の使い方をわかってもらったり，
その情報の⾒つけ方の知識を得てもらう，そういうことをリア
ルの図書館でも追求してきたわけで，それと同じことをネット
上の Web 上の図書館でもわれわれは追求すべきだろう。 
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図 6 

 

3．まとめ 

 
Web サイトは，もうリアルの図書館の付属物，補完物ではな

く，それ自身が一つの Web 上の情報サービス機関となってき
ています。今や図書館は，リアルの利用者に face to face で向
き合うリアルの図書館という前線と，Web 上のデジタル図書
館という前線の二つのフロントラインを持っているというふ
うに考えるべきだろう。そして，そうであるならば，Web 上の
図書館の利用者に快適な利用体験を提供するためには，Web 上
の図書館に対する独自のポリシーとかデザインとか編集，また，
そのための努力が必要だろう。 
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皆さん，「少年ジャンプ＋」というサイトがあるのをご存じ
かと思います。『少年ジャンプ』は有名な少年漫画雑誌ですが，
今それに対応する「少年ジャンプ＋」という Web サイトがあ
って，これは単に『少年ジャンプ』の電子版を提供するだけで
はなくて，そこでさまざまな，新しい内容のある独自のコンテ
ンツが提供されているということです。それは，今や日本の出
版界では有数の漫画サイトになっている。そして，「少年ジャ
ンプ＋」には『少年ジャンプ』とは別の編集部がある。冊子の
『少年ジャンプ』の編集部と「少年ジャンプ＋」の編集部は別
にあって，それぞれでそれぞれの媒体をどう発展させていくの
かを考えている。それと同じようにはできませんが，図書館も
その Web サイトに対して，リアルな図書館でわれわれが目指
してきたような利用者の利用体験を実現するための独自の努
力をしていかなければならないだろう。お金も，努力も積み重
ねる必要があるだろうと思います。 
 

 
図 7 
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本日は，池内先生，それから川嶋さんのお話を伺って，これ
から図書館の Web サイトをどういうふうに認識し，どういう
ふうに捉え，それをどういうふうに作り活用していくかを考え
ていきたいと思います。 

今回のシンポジウムのタイトルは「図書館と Web サイト」
になっています。当初「図書館の Web サイト」というタイト
ルにしようかと思ったのですが，まずその図書館にとってこの
Web サイトはどういう位置づけであり，どういうものを目指
すのかということを，この時点で考えていったほうがいいだろ
うということで，こういうタイトルにしました。皆さんと一緒
に考えていきたいと思います。 
 

では，これから講師の先生のお話を伺います。最初は池内先
生のお話です。タイトルは「オンライン環境における図書館利
用と Web サイト」です。池内先生は皆様ご存じのとおり，筑
波大学図書館情報メディア系の准教授でいらっしゃいまして，
図書館情報学，人文社会情報学等の研究をされております。文
部科学省の有識者会議をはじめ，多くの図書館関係の協議会の
委員もお務めでいらっしゃいます。 

次に，川嶋⻫さんに「野⽥市⽴図書館の事例」として，野⽥
市の図書館における Web サイトづくりの取組みや工夫につい
てお話を伺いたいと思います。川嶋さんは野⽥市⽴興風図書館
の職員であり，また ICT を図書館活動に取り入れる実践的な
活動をされているネットワーク，Code4Lib JAPAN のコアメ
ンバーとして活躍されております。 
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あとがき 

本書はちょうど第 10 回を数える未来の図書館研究所のシン
ポジウム「図書館と Web サイト ―ユーザーエクスペリエンス
を高める」の記録を中心に構成している。この 10 年で社会の
さまざまなサービスがデジタルで提供されるようになり，デジ
タルシフトが進んでいる。 

文部科学省が実施した 2024（令和 6）年度社会教育調査で
は，WebOPAC を 3400 館のうち 3020 館（89％）が実施し，
付随した予約機能を 2826 館（83％）が運用している。実は，
2015（平成 27）年度調査でみても，その実施率はほぼ同じだ
った。つまり，この調査では 10 年の間，サービスの様態は図
書館ではあまり変化していないようにみえる。 

しかし，図書館における Web のあり方については，ディス
カバリーサービスとしての OPAC 展開やオープンデータの登
載，電子書籍サービスとの関連づけなど，検討すべきさまざま
な問題がある。このあたりで改めてユーザーの立場に立ってそ
の設計を考えてみる必要がありそうだ。 

池内氏と川嶋氏のお話，安形氏の「ユーザーエクスペリエン
ス」についての論考は，そうした現状を把握し問題に対応して
いくうえできわめて有益である。伊藤氏の「子育て支援」にお
ける図書館の役割も重要な課題だ。執筆者各氏に深く感謝し，
今回も本書が樹村房のご尽力により読者にお届けできること
に心よりお礼申し上げる。 

未来の図書館 研究所 
磯部 ゆき江 
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